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【改訂】第 1 版（2012-03-15）
【科目】[ 機械工学特論 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

日下田 淳

【授業目標・教育方針】
（１）感性の測定手法および，それを分析する手法について学ぶ．
（２）実際の製品開発で用いられている感性工学について学ぶ．
（３）感性の測定および分析を体験することにより，感性工学が身近なものであることを実感する．

【授業概要】
本科目の総時間数は，22.5 時間である．
本科目では，ユーザが使いやすい製品の設計開発に不可欠な「感性工学」について学ぶ．
ユーザがある製品を購入する際，「使いやすそう」や「デザインが好き」といった製品に対するイメージを重視する傾
向がある．これらのイメージは，ユーザの「感性」に基づく評価であり，一般的な計測機器では単純に計測すること
ができない．そこで，多くのユーザに好まれるような良い製品を開発するために，感性の測定方法およびその分析方
法が発展してきた．このように，ユーザの感性を設計開発に取り入れるような分野を「感性工学」とよぶ
本科目では，ヒトが受ける感性の測定手法およびその分析方法について学び，これらの手法を用いた製品開発の事例
について示す．また，学生たちに実際に感性の測定と分析を体験させることにより，感性工学が身近なものであるこ
とを実感させる．

【教科書・教材・参考書 等】
自作のプリント

【成績評価方法】
［後期］中間試験：30%，期末試験：50%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 機械工学特論 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 感性工学とは 感性とは，感性の定義，感性工学について． レポート
2 感性工学の例 製品の使いやすさと感性工学．様々なデザインへの適

応例を紹介（自動車，橋，住宅，言葉の響きなど）．
レポート

3-5 感性の測定手法 マグニチュード推定法，リッカート・スケール，SD
法，などの感性を測定する手法を学ぶ．

6-7 感性の分析方法（その１） 多変量解析（主成分分析，因子分析，クラスター分析
など） について学ぶ．

8 中間テスト
9-10 感性の分析方法（その２） その他の分析方法（二項検定，分散分析，相関係数，

数量化理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類など）について学ぶ．
11-13 自動車と感性工学 自動車の感性工学の変遷，自動車の感性工学の研究事

例などについて学ぶ．
14-15 感性工学を体験 これまでに学んだ手法を用いて実際に感性の測定と分

析を行う．
レポート
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